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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

 本研究課題では、新規核酸医薬創製のために分子技術を活用したヘテロ２本鎖核酸医薬の開発を目指

した。従来の核酸医薬よりはるかに高い有効性を示す「ヘテロ２本鎖核酸(HDO)」の有効性の機序を明

らかにし、アンチセンス核酸の副作用の軽減に成功した。また、異なる分子構造で新規の薬効を示す各

種第２世代のヘテロ核酸を複数種開発して特許出願した。 

ヘテロ２本鎖核酸の有効性・安全性の向上の基盤となる、エチレン架橋型核酸及びシクロプロパン導

入型糖部架橋核酸、BNAPシリーズ、人工カチオン性ペプチドなどの複数の新規核酸合成技術に成功し、

今後の核酸医薬・診断薬開発において大きな発展が見込める。ヘテロ２本鎖核酸のＤＤＳの開発として

は、ヘテロ２本鎖核酸を消化管から有効に送達しできる技術を確立した。また、中枢神経を制御できる

ヘテロ２本鎖核酸化合物の開発にも成功して、アルツハイマー病など神経難病の分子標的治療に大きな

突破口ができた。 

 化学・薬学・工学・医学の異種専門家が緻密に連携することにより、上記の優れた成果が生み出され

ており、研究代表者の並外れた共同研究推進の指導力によると推察される。今後は分子技術を活用して、

ヘテロ２本鎖核酸の有効性、安全性及びＤＤＳのさらなる向上を目指し、各種医薬開発への展開が広が

ることを期待したい。

 

A+ 非常に優れている 


